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 國
生
活
の
場
を
考
え
る

 「
高
齢
者
自
身
が
『
誰
と
ど

 こ
で
暮
ら
す
か
』
と
い
う
視
点

 が
大
切
だ
」
。
NPO法

人
「
シ

 ニ
ア
ラ
イ
フ
情
報
セ
ン
タ
ー
」

 (渋
谷
区
)の
池
田
敏
史
子
・

 代
表
理
事
は
、
そ
の
よ
う
に
提

 言
す
る
。
1992年

の
設
立

 後
、
住
ま
い
を
探
す
側
と
提
供

 す
る
側
の
双
方
に
、
高
齢
者
の

 居
住
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と

 相
談
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

 「
高
齢
者
の
住
ま
い
」
と
一

 括
り
に
し
が
ち
だ
が
、
「
有
料

 老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
集
団
生
活

 を
敬
遠
す
る
人
も
い
る
し
、
逆

 に
、
集
団
生
活
が
刺
激
と
な
っ

 て
老
い
を
防
ぐ
場
合
も
あ
る
」

 (池
田
氏
)。
そ
の
た
め
、
カ

 ど
に
よ
る
相
談
支
援
に
力
を
入

 れ
て
き
た
。

 同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
、

 元
気
な
う
ち
に
持
ち
家
な
ど
を

 処
分
し
て
住
み
替
え
を
考
え
る

 高
齢
者
に
加
え
、
近
年
、
介
護

 を
要
す
る
高
齢
者
の
家
族
か
ら

 の
相
談
も
増
加
し
て
い
る
。

 池
田
氏
は
「
施
設
か
住
宅
か

 を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
生
活
の

体
施
設
監

 督
や
、
高
齢
者
へ
の
情
報
提
供

 の
促
進
が
必
要
だ
と
訴
え
る
。

 例
え
ば
、
都
が
普
及
を
目
指

 す
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
(高

 専
賃
)に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ

 ー
の
荻
野
栄
子
研
究
員
の
調
査

 で
は
、
都
内
に
あ
る
民
間
運
営

 の
高
専
賃
40カ

所
(区
部
20カ

 所
)の
う
ち
、
介
護
保
険
制
度

 の
特
定
施
設
に
準
ず
る
「
適
合

 の
{糸
み
力
丁
寧
ウ
説
朋

 す
べ
き
」
と
見
る
。

 施
設
の
売
り
込
み
な
ど
情
報

 の
氾
濫
も
あ
り
、
各
自
治
体
に

 は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

 ど
を
通
じ
た
公
的
な
情
報
収
集

 ・
提
供
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と

 提
起
す
る
。
「
23区
も
個
々
に

 窓
口
機
能
を
も
ち
、
地
域
の
居

 宅
情
報
を
集
約
す
る
な
ど
が
可

 能
で
は
な
い
か
」
(池
田
氏
)。

 地
域
特
性
を
生
か
す
仕
組
み
を

 場
と
し
て
の
『
住
ま
い
』
を
考
え

 る
こ
と
が
本
質
」
と
説
明
す
る
。

 高
齢
者
の
多
様
な
住
ま
い
方
の

 拡
大
は
望
ま
し
い
が
、
並
行
し

 終・撫灘墨騰
 1超
高
齢
化
催
対
峙
す
る
23区

 .い鞭銃瞬融臨膿醗

⑳

 高
専
賃
」
は
12カ

所
(区
部
6

 カ
所
)に
と
ど
ま
る
。
施
設
形

 態
も
「
1戸
当
た
り
の
面
積
が

 9平
方
層
か
ら
70平

万
層
と
、

 開
き
が
あ
る
。
終
身
建
物
賃
貸

 借
契
約
も
あ
れ
ば
、
入
居
者
の

 自
立
を
前
提
に
す
る
施
設
が
あ

 る
」
(荻
野
氏
)の
が
現
状
だ
。

 池
田
氏
は
「
高
専
賃
は
有
料

 老
人
ホ
ー
ム
な
ど
と
の
違
い
も

 周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ

 圏
箱
モ
ノ
行
政
は
終
わ
り

 23区
で
は
従
来
、
高
齢
者
住

 宅
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

 工
事
の
助
成
や
家
賃
補
助
な
ど

 の
施
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。
最

 近
は
、
見
守
り
活
動
な
ど
、
地

 域
社
会
を
通
じ
た
施
策
も
出
て

 き
て
い
る
。

 都
の
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

 を
務
め
る
高
橋
紘
士
・
立
教
大

 学
教
授
(コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉

 学
部
)は
、
介
護
が
必
要
な
低

 所
得
高
齢
者
対
策
を
踏
ま
え
、

 「
従
来
型
の
施
設
を
増
や
せ
ば

 い
い
と
い
う
議
論
で
は
解
決
で

 き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
1床
千

 何
百
万
円
も
使
い
、
箱
モ
ノ
を

 作
る
金
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
金

 で
地
域
ケ
ア
を
充
実
す
べ
き
」

 、難難灘翔■■醐團圃曝闘■■■
 地域で暮らし続ける幸せを自治体は守れるか
 (提供=自立支援ネットワークふるさとの会)

 と
指
摘
す
る
。
「
東
京
は
地
価

 や
人
件
費
の
高
さ
な
ど
が
強
調

 さ
れ
が
ち
だ
が
、
NPOな

ど
 を
含
め
た
地
域
の
社
会
資
源
の

 豊
か
さ
な
ど
、
活
用
す
べ
き
利

 点
も
あ
る
。
地
域
特
性
を
生
か

 し
た
ケ
ア
や
住
ま
い
を
議
論
す

 べ
き
だ
」

 社
会
保
障
の
観
点
で
、
新
田

 秀
樹
大
正
大
学
教
授
(人
階

 学
部
)は
、
長
期
的
視
点
で
の

 設
計
と
行
政
投
資
の
必
要
性
を

 指
摘
す
る
。
「
行
政
側
に
は
負

 担
増
へ
の
懸
念
が
あ
る
だ
ろ
う

 が
、
全
国
の
地
方
自
治
体
と
比

 較
す
れ
ば
、
財
務
面
も
政
策
能

 力
も
東
京
は
潤
沢
だ
」
と
し
た

 上
で
、
「
財
政
的
に
ま
だ
余
裕

 の
あ
る
今
こ
そ
、
投
資
を
す
べ

 き
だ
」
と
す
る
。
「
介
護
保
険

 制
度
の
『
小
規
模
多
機
能
型
居

 宅
介
護
施
設
』
の
よ
う
な
新
た

 な
枠
組
み
や
、
例
え
ば
『
認
証

 宅
老
所
』
の
よ
う
な
都
独
自
の

 制
度
導
入
も
一
案
だ
」
と
提
起

 す
る
一
方
、
区
は
「
住
み
慣
れ

 た
地
域
で
の
ケ
ア
な
ど
の
実
現

 に
、
基
礎
自
治
体
の
果
た
す
べ

 き
責
任
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

 大
切
だ
」
と
話
す
。

 終
の
住
み
家
は
ど
こ
に
あ
る

 べ
き
か
。
多
く
の
人
は
遠
く
離

 れ
た
「
桃
源
郷
」
で
は
な
く
、

 住
み
慣
れ
た
地
域
に
求
め
て
い

 る
こ
と
は
確
か
だ
。

 Hお
わ
り
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